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夏だ！プールだ！！
撮影：平成24年7月25日・小体連水泳大会（椎葉小学校）
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椎
葉
村
で
は
、
各
区
で
防
災
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
７
月
21

日
に
仲
塔
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容

は
、
台
風
接
近
に
よ
る
避
難
勧
告
の
発

令
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
の
ほ
か
、
消

防
団
に
よ
る
救
助
訓
練
、
自
衛
隊
員
に

よ
る
救
命
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
で
、
地
域
で
の
連

絡
体
制
や
避
難
の
際
に
高
齢
者
な
ど
の

交
通
弱
者
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の

か
と
い
う
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

防
災
訓
練

災
害
に
備
え
る
！

▲平成17年に起こった上椎葉上区の地滑り

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
覚
え
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
平
成
17
年
に
は
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
豪
雨
が
続
き
上

椎
葉
上
区
で
地
滑
り
が
発
生
、
３
名
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、災
害
に
備
え
て
避
難
場
所
、

避
難
経
路
の
確
認
や
避
難
時
に
持
ち
出
す
も
の
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

▲自衛隊員に自衛隊車両を説明していただ
きました

▲自衛隊員による救命処置の講習 ▲消防団第１部による救助訓練
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台
風
や
大
雨
で
発
生
す
る
災
害
か
ら

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
も
っ
と
も
有

効
な
方
法
は
、
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ

に
「
避
難
」
す
る
こ
と
で
す
。
各
地
域

ご
と
に
、
避
難
所
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
自
宅
か
ら
避
難
所
ま
で
の
移
動
方

法
や
移
動
経
路
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
台
風
は
雨

風
が
強
い
た
め
、
避
難
所
へ
の
移
動
も

大
変
で
す
。
村
で
は
、
大
型
台
風
な
ど

の
接
近
の
際
は
、
早
め
の
避
難
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
各
区
の
指
定
さ
れ
て

い
る
避
難
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

命
を
守
る
「
避
難
」

「
ど
こ
に
・
誰
が
・
何
人
」

避
難
す
る
の
か
を
、
必
ず

組
合
長
さ
ん
ま
た
は
消
防

団
員
に
伝
え
て
避
難
し
て

く
だ
さ
い
ね
！

避難する際の
お願い !

区 避　難　場　所 避難対象地区

上椎葉

椎葉村開発センター 上椎葉全域
夜狩内集会センター 夜狩内
間柏原集会センター 間柏原
総合運動公園体育館 若宮
桑ノ木原集会センター 桑ノ木原

鹿野遊 鹿野遊ふれあいセンター 野老ヶ八重・鹿野遊・久津ノ元
十根川集会センター 椎原・内ノ八重

仲　塔
旧 仲 塔 小 学 校 仲塔全域
仲 塔 集 会 セ ン タ ー 仲塔全域
旧 財 木 分 校 財木

尾八重 尾八重集会センター 尾八重全域

尾　向

尾 向 小 学 校 尾前全域
向 山 日 当 公 民 館 向山日当
向 山 日 添 公 民 館 向山日添
尾 手 納 公 民 館 尾手納
向 山 集 会 セ ン タ ー 向山全域

不土野 不 土 野 小 学 校 不土野全域

栂　尾 栂尾生活改善センター 尾崎・大野・吐野々
栂 尾 公 民 館 栂尾全域

小　崎 小 崎 小 学 校 小崎全域

大河内

九 大 演 習 林 事 務 所 本郷
城・丸野ニューホープセンター 丸野
矢 立 キ ャ ン プ 場 矢立
矢 立 集 会 セ ン タ ー 矢立
合 戦 原 集 会 所 合戦原
大 藪 公 民 館 大藪

松　尾 松 尾 集 会 セ ン タ ー 松尾全域
松 尾 小 学 校 松尾全域

　

椎
葉
村
で
は
、
台
風
や
大
雨
時
の
防

災
情
報
を
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
や
ま

び
こ
通
信
、11
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
用
い
て
、

村
民
の
皆
さ
ま
へ
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
は
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
通
称
：
ジ
ェ

イ-

ア
ラ
ー
ト
）に
よ
り
、
告
知
端
末

か
ら
緊
急
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
今
年
度
よ
り
「
エ
リ
ア

メ
ー
ル
」
を
活
用
し
た
情
報
発
信
も

行
っ
て
い
ま
す
。エ
リ
ア
メ
ー
ル
と
は
、

災
害
等
の
緊
急
時
に
村
内
の
ド
コ
モ
の

携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
に
情
報
を
配

信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
先
日
行
わ
れ

た
仲
塔
区
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
訓
練

の
お
知
ら
せ
を
配
信
し
ま
し
た
の
で
、

ド
コ
モ
の
携
帯
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
は
ご
覧
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

椎
葉
村
で
は
、
様
々
な
方
法
で
防
災

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で

情
報
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
台
風
や
大

雨
時
の
対
応
が
素
早
く
で
き
る
よ
う
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

防
災
情
報
の
発
信

▲防災訓練時に送信された
　エリアメール ▼椎葉村の防災情報ページ

　http://dim2web03.wni.co.jp/shiibavill
▼ＱＲコードに対応し

た携帯電話をお持
ちの場合は下のＱＲ
コードから登録が
できます。

下記のアドレスからも登録することが
できます。
※パソコンからアクセスする場合は、正しく

表示されない場合があります。
※携帯電話でアクセスする場合は、パケット

通信料金が発生します。

○ｉモード版
http://dim2web03.wni.co.jp/shiibavill/
mobile/do/

○ EZweb 版
http://dim2web03.wni.co.jp/shiibavill/
mobile/au/

○ソフトバンク
http://dim2web03.wni.co.jp/shiibavill/
mobile/vf/
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椎
葉
村
消
防
操
法
大
会

　

村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

は
、
あ
ら
ゆ
る
火
災
に
的
確
に
対
処
で

き
る
よ
う
に
消
防
機
器
を
活
用
し
た
訓

練
が
必
要
で
す
。
操
法
大
会
は
、
そ
の

訓
練
の
成
果
が
操
法
基
準
を
も
と
に
競

わ
れ
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
悪
い
中
で

の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
ど
の
隊
も

今
ま
で
練
習
を
重
ね
て
き
た
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
と
お
り
で
す
。

（
６
月
30
日
・
椎
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

優勝おめでとうございます !

２位　第２部
（323点・47秒68）
指揮者　那須 福円
１番員　山中 宏昭
２番員　椎葉 圭太
３番員　山中 憲太郎

優勝　本部
（326点・46秒48）

指揮者　椎葉 記史
１番員　田上 武人
２番員　甲斐 顕正
３番員　那須 雄次

３位　第11部
（317点・45秒34）
指揮者　尾前 久一郎
１番員　椎葉 誠也
２番員　尾前 孝一郎
３番員　尾前 千尋

日
向
支
部
操
法
大
会

　

椎
葉
村
の
大
会
の
上
位
３
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
４
年
に
１
度
の

県
大
会
、
全
国
大
会
へ
と
続
く
年
で
、
他
の
市
町
村
の
隊
も
気
合
い
が
入
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
か
ら
審
査
が
開
始
。ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー
は
第
２
部
。
そ
の
後
、
３
番
目
に
11
部
、
５
番
目
に
本
部
が
操
法

を
行
い
ま
し
た
。
隊
員
の
緊
張
が
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
本
部
が
優
勝
隊
に
３
点
差
の
４
位
。

惜
し
く
も
県
大
会
へ
の
切
符
は
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
ど
の
隊
も
一
生
懸
命
訓
練
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
村

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
訓
練
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
７
月
28
日
・
日
向
市
消
防
公
園
）

【大会結果】
○本　部　４位（320点・43秒82）
○第２部　10位（311点・47秒86）
○第11部　８位（313点・44秒24）
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椎
葉
村
漁
業
協
同
組
合 

　
　
　
　
　

第
51
回
通
常
総
会

　

６
月
26
日
、
椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
椎
葉
村
漁
業
協
同
組
合（
組
合
員

３
７
２
人
）の
第
51
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
予
算
や

決
算
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、

役
員
改
選
も
行
わ
れ
次
の
と
お
り
新
し

い
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
組

合
長
に
は
、
尾
前
好
美
氏（
尾
前
下
）が

就
任
。
任
期
は
３
年
間
で
、
本
村
に
お

け
る
水
産
業
の
振
興
や
河
川
環
境
の
保

護
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

副組合長

椎葉 一光 氏
組合長

尾前 好美 氏

【役員体制】※敬称略

◆代表理事組合長
　尾前　好美　（尾　向）

◆副組合長
　椎葉　一光　（大河内）

◆理　事
　山中　誠　　（上椎葉）
　鈴木　克裕　（上椎葉）
　相生　秀樹　（鹿野遊）
　那須　英一　（仲　塔）
　甲斐　了英　（尾八重）
　甲斐　左右吉（尾　向）
　椎葉　稔　　（不土野）
　右田　圭之　（小　崎）
　甲斐　浩　　（松　尾）
　鹿瀬　靖彦　（松　尾）

◆監　事
　椎葉　大和　（尾　向）
　橋本　浩美　（上椎葉）

第
57
回
宮
崎
県
乾
し
い
た
け
品
評
会

椎
葉
村
が
団
体
優
勝
！

表
彰
者
一
覧　
※
敬
称
略

【
特
別
表
彰
】

○
農
林
水
産
大
臣
賞

　

箱
物（
香
菇
）
山
中 

誠

○
林
野
庁
長
官
賞

　

箱
物（
香
信
）
椎
葉 

豊

　

袋
物（
香
菇
）
山
中 

誠

　

袋
物（
冬
菇
）
中
瀬 

裕

○
宮
崎
県
知
事
賞

　

箱
物（
香
信
）
椎
葉 

豊

　

袋
物（
冬
菇
）
中
瀬 

裕

○
し
い
た
け
等
振
興
議
員
連
盟
会
長
賞

　

袋
物（
香
菇
）
山
中 

誠

○
日
本
椎
茸
農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

袋
物（
香
菇
）
山
中 

誠

　

袋
物（
冬
菇
）
中
瀬 

裕

○
宮
経
椎
茸
会
会
長
賞

　

箱
物（
香
菇
）
山
中 

誠

【
個
人
賞
】

○
袋
物
の
部

【
香
菇
】
優
等　

山
中 

誠

【
冬
菇
】
優
等　

中
瀬 

裕

　

○
箱
物
の
部

　
【
香
信
】
優
等　

椎
葉 

豊

　
【
香
菇
】
優
等　

山
中 

誠

  

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

　
　

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

７
月
６
日
、
延
岡
市
に
お
い
て
第
３

回
宮
崎
県
乾
し
い
た
け
生
産
者
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
大
会
で
、
第
57

回
宮
崎
県
乾
し
い
た
け
品
評
会
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
見
事
椎
葉
村
が
団
体
で

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
個
人
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。



児童館、保育所の親子食育教室を開催しました！
健康だより〈№178〉

　６月４日の上椎葉を皮切りに、村内各地の児童館、保育所生と保護者の方

を対象にした親子食育教室が行われました。エプロンシアター「何でも食べ

よう元気なまーちゃん」のあと、子どもたちは食生活改善推進員の手助けを

うけながら野菜を切ったり、ホットケーキを焼いたり、ひよこちゃんおにぎ

りを作ったりと色々な作業をしました。家ではなかなか食べない苦手な野菜

も、残さずに食べていました。保護者からは「親子で楽しく取り組むことが

できた。」「もっと家で体験させたい。」等の意見が寄せられました。

ひよこちゃんおにぎり
親子食育教室のメニューから

★材料（６人分）
米・・・・・・・・２合
サフラン・・・１／２袋
バター・・・・・１０ｇ
コンソメ・・・・・１こ
ウインナー・・・・６本
のり・・・・・・・少々

★作り方
①米を洗い、分量の水加減をして、サフラン、バター、

コンソメを入れて炊く。
②ウインナーは縦半分に切り、１／３の所に切り込みを

入れて、ボイルする。
③１人分１２０ｇを２個に分けておにぎりにする。ひよ

このくちばしになるように、ウインナーをさす。のり
で目をつける。

暑さで食欲が無くなるこの季節。楽しくおいしくご飯を食べられる
このおにぎりは子どもに大人気！

エネルギー：１９２kcal　　蛋白質：３.２ｇ　脂　質：１.８ｇ　塩分：０.４ｇ
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50.0%

肺がん検診を受けに行こう！
◎椎葉村の肺がん検診受診率（平成２３年度）

　国の示す50％以上を達成している公民館は５公民館ありますが、椎葉村全体は50％以上に届いていません。

　※総合健診（高野病院総合健診センター）の中で、肺がん検診を受診した人も含まれています。

◎平成24年度　椎葉村　肺がん検診日程
　肺がんを早期で発見するためには、検診を受診することが最も有効です。肺がん検診の申込みがまだお済
みでない方は、早めに　福祉保健課　健康づくりグループ　までご連絡ください。

検　診　日 ９月１３日（木）、１４日（金）
（受付時間・場所等は、希望者に個別に受診券を送付し、ご案内いたします）

検 診 内 容 検診バス内での低線量ヘリカルＣＴ撮影

対　象　者

４０歳〜６４歳までの男女
（６５歳以上の方で受診を希望する方は、健康づくりグループにご相談ください。
ただし、６５歳以上の方で、５月または８月に結核検診を受診された方は、肺が
ん検診は受診できません）

自己負担金 社保等　4,000円、国保　3,000円

がん検診を受けに行こう! Part.４

健 康 だ よ り №178
役場 福祉保健課
健康づくりグループ
☎６８−７５１０　無料☎７６８−７５１０

熱中症を防ぐために、
村民の皆さまに取り組んでいただきたいこと
＊熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です！

水分・塩分補給
○こまめな水分・塩分の補給

※高齢者、障がい児・障がい者の方は、のどの
渇きを感じなくても、こまめに水分補給を。

熱中症になりにくい室内環境
○扇風機やエアコンを使った温度調節
○室温が上がりにくい環境の確保

（こまめな換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水など）
○こまめな室温確認（無理をしてエアコンを使

わないと体調を崩すことがあります）体調に合わせた取り組み
○こまめな体温測定（特に体温調整が十分でな

い、高齢者、障がい児・障がい者、子ども）
○保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の冷却

外出時の準備
○日傘や帽子の着用
○日陰の利用、こまめな休憩
○通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用

Public Relations of  SHIIBA � 2012（H24）８月号
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村のできごと

　７月25日、椎葉小学校プールで村内の５・６年生
が集まり水泳大会が開催されました。
　自由形・平泳ぎの記録会のほか、学校対抗のリレー
も行われ、保護者の声援を受けて児童たちが泳ぎま
した。
　大会の結果は次のとおりです。

【大会成績】※敬称略　☆は新記録
◆１００ｍリレー
　優勝　大河内小（帆

かい

人
と

・愛
まな

斗
と

・尚
なお

史
ふみ

・大
ひろ

翔
と

）1'26"16

◆自由形

２５
ｍ

５年
男子 梅北 愛

まな

斗
と

（大河内） 20"63

女子 椎葉 理
り

菜
な

（尾　向） 23"43

６年
男子 梅北 帆

かい

人
と

（大河内） 18"65

女子 安藤 杏
あん

奈
な

（松　尾） 20"35

５０
ｍ

５年
男子 梅北 愛

まな

斗
と

（大河内） 49"12

女子 黒木 彩
あや

菜
な

（大河内） 61"77

６年
男子 梅北 帆

かい

人
と

（大河内） 43"36

女子 安藤 杏
あん

奈
な

（松　尾） 51"07

◆平泳ぎ

２５
ｍ

５年
男子 　梅北 愛

まな

斗
と

（大河内） 27"68

女子 　甲斐 涼
すず

　（小　崎） 35"26

６年
男子 ☆梅北 帆

かい

人
と

（大河内） 25"08

女子 ☆椎葉 優
ゆう

香
か

（松　尾） 27"97

５０
ｍ

５年
男子 　梅北 愛

まな

斗
と

（大河内） 62"43

女子 　甲斐 涼
すず

　（小　崎） 77"06

６年
男子 　椎葉 幸

こう

神
しん

（上椎葉） 56"76

女子 　椎葉 優
ゆう

香
か

（松　尾） 62"82

椎葉村小体連水泳大会

平
成
24
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

助
成
事
業

　

こ
の
事
業
は
、（
財
）自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備
な

ど
に
対
す
る
助
成
を
行
い
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
仲
塔
公
民
館
で
は
、
机
や
椅
子
な
ど
の

公
民
館
設
備
や
研
修
や
会
議
で
使
用
す

る
事
務
機
器
、
健
康
づ
く
り
活
動
で
使

用
す
る
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

○
大
河
内
公
民
館
で
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

コ
ン
ロ
な
ど
の
夏
祭
り
用
品
や
机
や
椅

子
な
ど
の
公
民
館
設
備
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

「椎葉神楽発掘」発刊！子ども大八郎・鶴富姫が決定！
　７月９日、村長室において椎葉平家まつり2012の
子ども大八郎と鶴富姫の抽選が行われました。
　今年の子ども大八郎・鶴富姫は次の子どもたちです。
☆10日（土）
　伊集院 倫

りん

太
た

郎
ろう

さん 
　岡村 美

み

桜
お

花
か

さん
☆11日（日）
　那須 将

まさ

人
と

さん
　那須 楓

ふう

花
か

さん

　

昭
和
56
年
１
月
か
ら
平
成
４
年
６
月
に

広
報
し
い
ば
に
１
２
７
回
に
わ
た
っ
て
連

載
さ
れ
た
渡
辺
伸
夫
氏
に
よ
る
「
椎
葉
神

楽
発
掘
」。
今
回
、
椎
葉
神
楽
が
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
と
し
て
の
指
定
を
受
け
て

か
ら
20
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
記
念
事

業
と
し
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
本
は
、

１
３
０
０
部
発
刊
さ
れ
、
村
内
の
各
世
帯

に
１
部
づ
つ
配
布
さ
れ
ま
す
。
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▲県電ホール（宮崎市）での表彰式

村のできごと

椎
葉
村
役
場
新
庁
舎
が

全
建
宮
崎
賞
を
授
賞
！

　

７
月
13
日
、
平
成
23
年
度
全
建
宮
崎
賞

の
授
賞
式
が
宮
崎
市
で
行
わ
れ
、
建
築
部

門
に
お
い
て
椎
葉
村
役
場
新
庁
舎
が
授
賞

し
ま
し
た
。

　

全
建
宮
崎
賞
と
は
、
宮
崎
県
建
設
技
術

協
会
が
そ
の
年
度
に
竣
工
し
た
事
業
の
中

か
ら
、
事
業
効
果
、
特
異
点
、
工
事
の
難

易
度
な
ど
を
審
査
し
て
、
建
設
技
術
の
発

展
に
寄
与
し
、
か
つ
優
秀
な
建
設
事
業
に

つ
い
て
、
そ
の
事
業
実
施
機
関
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
授
賞
式
で
は
、
道

路
部
門
３
事
業
、
河
川
部
門
１
事
業
、
都

市
部
門
１
事
業
、
建
築
部
門
１
事
業
、
港

湾
部
門
１
事
業
の
計
７
事
業
が
授
賞
し
ま

し
た
。

２
日　
集
落
支
援
員
委
嘱
状
交
付
式（
村
長
室
）

　
　
　

庁
議

　
　
　

林
政
審
議
会

３
日　

政
策
懇
談
会（
宮
崎
市
）

４
日　

知
事
へ
の
要
望
活
動（
宮
崎
市
）

　
　
　

九
州
地
区
町
村
会
長
意
見
交
換
会

５
日　

全
国
自
治
協
会
評
議
員
会（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
町
村
会
理
事
会

　
　
　

県
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
望
活
動

６
日　
県
乾
し
い
た
け
生
産
者
大
会（
延
岡
市
）

８
日　

椎
葉
五
家
荘
線
期
成
会
総
会

　
　
　

樅
木
地
区
と
の
交
流
会（
向
山
）

９
日　
地
域
づ
く
り
懇
談
会（
仲
塔
・
鹿
野
遊
）

10
日　
地
域
づ
く
り
懇
談
会（
小
崎
・
尾
八
重
）

　
　
　

村
商
工
会
建
設
業
部
会
と
の

　
　
　
　

意
見
交
換
会

11
日　
地
域
づ
く
り
懇
談
会（
尾
向
・
不
土
野
）

12
日　

東
九
州
自
動
車
道
関
係

　
　
　
　

総
決
起
大
会（
延
岡
市
）

13
日　
地
域
づ
く
り
懇
談
会（
松
尾
・
上
椎
葉
）

17
日　
地
域
づ
く
り
懇
談
会（
栂
尾
・
大
河
内
）

18
日　

県
併
任
人
事
辞
令
交
付
式

20
日　

活
性
化
セ
ン
タ
ー
会
議（
日
向
市
）

21
日　

防
災
訓
練（
仲
塔
）

22
日　

小
丸
川
源
流
ま
つ
り（
栂
尾
）

23
日　

公
有
林
野
全
国
協
議
会

　
　
　
　

理
事
会
・
総
会（
東
京
都
）

24
日　

入
札

25
日　

３
８
８
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

26
日　

第
４
回
臨
時
議
会

27
日　

道
路
利
用
者
協
議
会
総
会（
宮
崎
市
）

　
　
　

道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会

　
　
　

県
道
路
愛
護
運
動
推
進
協
議
会
総
会

　
　
　

高
速
道
路
利
用
促
進
協
議
会
総
会

28
日　

日
向
支
部
操
法
大
会

30
日　

上
椎
葉
湯
前
線
要
望
活
動

31
日　

み
や
ざ
き
新
生「
円
卓
ト
ー
ク
」

　
　
　
　

東
臼
杵
ブ
ロ
ッ
ク（
日
向
市
）

椎葉
晃充
村長の

７月の
動き

　

７
月
１
日
、村
体
育
館
に
お
い
て
各
地

区
の
婦
人
会
が
参
加
し
、ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
の
は
、
上
椎
葉
Ｂ
チ
ー
ム
。
上

椎
葉
Ｂ
チ
ー
ム
は
、
８
月
５
日
に
村
体
育
館

で
開
催
さ
れ
る
東
臼
杵
郡
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
プ
リ
ン
セ
ス
ク
ラ
ス
に

出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
上
椎
葉
婦
人
会
が
ク

イ
ー
ン
ズ
ク
ラ
ス
、
不
土
野
婦
人
会
が
エ
ン

ジ
ョ
イ
ク
ラ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
す
。

椎葉村
女性スポーツ祭

▲県代表決定検査に出場する
　　廣末克彦さんとこいあさみ号

郡
代
表
に
決
定
！

　

６
月
26
日
、
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
東
臼
杵
郡
代
表
決
定
検
査
に
お
い

て
、
廣
末
克
彦
さ
ん（
不
土
野
上
）の
こ
い

あ
さ
み
号
が
第
２
区
若
雌
の
１（
生
後
14

〜
17
ヶ
月
未
満
の
若
い
雌
牛
）の
部
で
郡

代
表
に
決
定
。
ま
た
、
第
５
区
繁
殖
雌
牛

郡（
３
産
以
上
の
雌
牛
で
１
セ
ッ
ト
４
頭

の
郡
出
品
）の
部
で
椎
葉
文
吉
さ
ん（
合
戦

原
）の
み
な
ず
き
号
と
椎
葉
誠
二
さ
ん（
不

土
野
上
）の
か
ず
よ
２
号
も
郡
代
表
に
決

定
し
ま
し
た
。
こ
の
３
頭
は
、
８
月
27
日

に
小
林
市
で
行
わ
れ
る
宮
崎
県
代
表
決
定

検
査
に
出
場
し
ま
す
。

　

各
区
で
、
村
長
を
は
じ
め
各
課
長
、
駐

在
所
長
、
農
協
、
森
林
組
合
、
社
協
な
ど

が
地
域
に
出
向
い
て
意
見
や
要
望
を
聞
く

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
区
と
も

多
く
の
村
民
が
参
加
し
、
様
々
な
意
見
・

要
望
が
出
て
、
充
実
し
た
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

地域づくり懇談会

▲7月13日に開催された松尾区

▲優勝した上椎葉Ｂチーム



カメラ さんぽ

戦
艦
伊
勢
の
模
型
を
寄
贈

　

７
月
９
日
、
柳
田
國
男
が
訪
れ
、
民
俗
学
発
祥
の
家
と
も
さ

れ
る
当
時
の
村
長
宅
で
「
綾
心
塾
」
を
開
く
綾
部
正
哉
さ
ん
に
、

Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送
「
わ
け
も
ん
Ｇ
Ｔ
〜
藤
岡
弘
、
宮
崎
ぶ
ら
り

旅
〜
」
の
番
組
で
使
用
さ
れ
た
「
戦
艦
伊
勢
」
の
艦
船
の
模
型

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
模
型
は
１
／
３
５
０
で
、
精
密
に
制
作

さ
れ
て
お
り
、
ジ
オ
ラ
マ
の
効
果

に
よ
り
波
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
勇
壮

に
進
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　

写
真
は
、
そ
の
艦
船
模
型
と
戦

艦
伊
勢
の
艦
長
で
あ
っ
た
椎
葉
の

偉
人
「
中
瀬 

泝の
ぼ
る

海
軍
少
将
」
の
遺

影
を
前
に
、
左
か
ら
模
型
を
制
作
さ

れ
た
山
野
内
宏
幸
氏
、
綾
部
正
哉
さ

ん
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
加
藤
沙
知
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
。

　

７
月
14
日
、
小
崎
小
学
校
で
林
間
学
校
が
開
校

さ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
と
一
緒
に
竹
竿
や
竹
串
を

作
り
、
魚
釣
り
を
し
ま
し
た
。
釣
っ
た
魚
を
自
分

で
捌
き
、
竹
串
を
刺
し
て
、
焼
い
て
食
べ
る
。
自

分
で
全
部
こ
な
し
た
魚
の
味
は
格
別
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

林間学校 開校！

醇
和
寮
バ
レ
ー
祭
！

　７月12日、椎葉中学校寄宿舎「醇和寮」のバレー
ボール大会が開催されました。生徒が３チーム
に分かれて対戦し、優勝チームは先生チームと勝
負！応援にきた保護者も先生チームに加わり、楽
しい試合になりました。

九
州
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
出
場
決
定
!!

　

７
月
23
日
か
ら
24
日
に
宮
崎
市
生
目
の
杜
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ

た
、
第
63
回
宮
崎
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
で
松
尾
中
学
校
２
年
の
山

本
真
由
さ
ん（
竹
ノ
八
重
）が
共
通
女
子
砲
丸
投
げ
で
２
位
入
賞
。
見
事
、
８
月

５
・
６
日
に
大
分
県
で
開
催
さ
れ

る
第
34
回
九
州
中
学
校
陸
上
競

技
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。
九
州
大
会
で
も
上
位

入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

尾向少年剣道
中央大会で３位入賞！

　７月７日、宮崎市の県体育館において、第
48回県スポーツ少年団中央大会が開催され、
尾向少年剣道が３位に入賞しました。おめで
とうございます。
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　椎葉村青年連絡協議会では、村の活性化を図るために様々な活動
を行っています。
　今年度、着目したのはお嫁さん不足！青年団らしい方法で少しで
もいい方向へ！そこで婚活事業『恋旅2012』を実施します。
　真剣に結婚を考えている村内在住の男性の方、ぜひご参加ください。
　女性の方も参加費が発生しますが、真剣に結婚を考えていらっ
しゃる方に参加していただきたいという考えからです。
　村民の方にお願いです。ご親戚、お知り合いの方で、県内在住の
独身の女性がいらっしゃれば、お声かけをお願いします。
　椎葉平家恋物語の里で、恋を求めてみませんか？

青年団!



▲撮影：７月１２日「人権の花運動」・椎葉小学校

Public Relations of  SHIIBA 122012（H24）８月号

「人権」という言葉から皆さんはどんな印象を受けますか？
「とても大切なもの」それとも「何だか堅苦しくて難しいもの」、はたまた「自分に
は関係ないもの」でしょうか？

８月
は『人権啓

発強調月間』です!

　
「
人
権
」
と
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
幸
せ
に
暮
ら
す

自
由
平
等
の
権
利
で
す
。
人
権
は
、
誰
に
と
っ
て
も
身
近
で
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
日

常
の
思
い
や
り
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
「
人
権
」
は
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、
誰
で
も
心
で
理
解
し
、
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
現
実
の
社
会
で
は
、
保
護
者
か
ら
の
虐
待
に
よ
っ
て
子
ど

も
の
命
が
奪
わ
れ
た
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
に
よ
っ
て
心
や
体
に
深
い
傷
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
だ
か
ら
、
障
が
い
が
あ
る
か
ら
、
外
国
人
だ

か
ら
な
ど
と
い
う
理
由
で
差
別
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る

誤
っ
た
認
識
や
偏
見
に
よ
り
、現
在
で
も
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
も
い
ま
す
。

ど
れ
も
悲
し
く
痛
ま
し
い
人
権
問
題
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ど
う
し
て
起
こ
る
の

で
し
ょ
う
。
ど
う
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

宮
崎
県
で
は
、
夏
休
み
や
お
盆
休
み
の
帰
省
な
ど
で
、
家
族
や
友
人
と
の
ふ
れ
あ
う

機
会
が
多
い
８
月
を
「
人
権
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
族
や
友
人
と
人
権
に
つ
い
て
少
し
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
12
日
、椎
葉
小
学
校
に
お
い
て

「
人
権
の
花
運
動
」に
よ
る
苗
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、本
村
人
権
擁
護
委
員
か
ら

代
表
児
童
に
花
の
苗
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
人
権
の
花
運
動
」
は
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
啓
発
運
動
で
、
花
の
苗
等

を
児
童
が
協
力
し
な
が
ら
育
成
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
協
力
、
感
謝
す
る
こ
と

の
大
切
さ
と
、
優
し
い
思
い
や
り
の
心

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

▲人権擁護委員より児童に苗を贈呈

花
の
苗
贈
呈
式
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人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
中
で
人

権
思
想
を
深
め
、
住
民
の
人
権
が
侵
害

さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
人
権
を
擁

護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う

考
え
か
ら
設
け
ら
れ
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
民
間
の
人
た
ち
で
す
。
現
在
、

約
１
４
，０
０
０
人
の
委
員
が
全
国
の

各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、
積
極
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
村
に
も
３
人
の
人
権
擁
護
委
員
が

お
り
、
人
権
相
談
所
の
相
談
員
と
し
て

活
動
す
る
な
ど
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
村
民
の
相
談

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

本
村
の
人
権
擁
護
委
員

椎
葉 

吉よ
し

人と 

さ
ん（
尾　

向
）

荒
竹 

ト
シ
子 

さ
ん（
尾
八
重
）

松
岡 

鍾あ
つ
む 

さ
ん
（
松　

尾
）

　
「
人
権
相
談
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

皆
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
、「
こ

れ
は
『
人
権
問
題
』
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
感
じ
た
り
、「
法
律
上
ど
の
よ

う
に
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
い
悩
む
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
気
軽
に
相
談

で
き
る
場
所
と
し
て
、
人
権
相
談
所

が
あ
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
難
し

い
手
続
き
は
何
も
い
り
ま
せ
ん
。
相

談
の
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
に
よ
る
人
権
相
談
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
全
国
共
通

の
番
号
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

女
性
や
子
ど
も
か
ら
の
人
権
相
談
に
つ

い
て
は
、
女
性
な
ら
び
に
子
ど
も
の
人

権
に
関
す
る
電
話
相
談
を
専
門
に
扱
う

相
談
窓
口
が
設
置
し
て
あ
り
、
人
権
擁

護
委
員
や
法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
人
権
相
談
を
受
け
付
け

る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談
受
付

窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
各
相
談

窓
口
の
電
話
番
号
等
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

村
民
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

人
権
擁
護
委
員

８月は『人権啓発強調月間』です !

人権に関する相談ダイヤル

○全国共通人権相談ダイヤル
　（みんなの人権１１０番）
　☎０５７０−００３−１１０

　全国の法務局・地方法務局およびその支
局で開設している常設相談窓口につながり
ます。

○子どもの人権１１０番
　☎０１２０−００７−１１０

　いじめ、虐待など、子どもの人権問題に
関する専用相談電話です。

○女性の人権ホットライン
　☎０５７０−０７０−８１０

　配偶者、パートナーからの暴力やセクシャ
ル･ハラスメント等、女性の人権問題に関する
専用相談電話です。

インターネット人権相談受付窓口

　面接による相談では話しにくいことでも、お
手持ちのパソコンや携帯電話からいつでもアク
セスでき、大変便利です。
　相談フォームに必要事項を入力して送信いた
だくと、あなたの住所を管轄する法務局・地方
法務局に相談に関する情報が送信され、後日
メール、電話または面談により回答します。

◦パソコンからは･･･
http://www.moj.go.jp/JINKEN/
jinken113.html

◦携帯電話からは･･･
http://www.jinken.go.jp/soudan/
mobile/001.html

８月
は『人権啓

発強調月間』です!

人
権
相
談



▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期（
８
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
村（
県
）民
税
〕（
２
期
）

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
３
期
）

■
納
期
限　
　
　

８
月
31
日（
金
）

■
口
座
振
替
日　

８
月
27
日（
月
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

滞
納
は
ゆ
る
さ
な
い
！

　

村
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
い
方
へ

①
督
促
状
お
よ
び
催
告
書
を
発
送
し
ま
す
。

②
納
税
資
力
の
確
認
の
た
め
、
財
産
調
査

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？　
　
　
　

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

解
雇
、
雇
止
め
、
賃
金
、
労
働
時
間
、

い
じ
め
等
の
労
働
に
関
す
る
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

延
岡
総
合
労
働
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
２（
34
）３
３
３
１

後
納
制
度（
国
民
年
金
保
険

料
の
納
期
限
の
延
長
）が
始

ま
り
ま
す
！

　

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超
え
る
と
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

本
年
10
月
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過
去
10

年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
、
後
納
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や

し
た
り
、
年
金
の
受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
つ
い
て
は
、
年

金
ネ
ッ
ト（http://w

w
w

.nenkin.go.jp

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
近

③
納
税
可
能
な
財
産
が
判
明
し
た
場

合
は
、
差
押
え
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※
差
押
え
は
最
終
手
段
で
す
。
そ
う
な
る

前
に
徴
税
吏
員（
税
務
課
職
員
）は
本
人

と
お
会
い
し
た
り
、
電
話
等
で
幾
度
と

な
く
納
税
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

「
忘
れ
て
た
」
で
は
、も
う
遅
い
。

滞
納
総
額（
平
成
24
年
５
月
31
日
現
在
）

　
　
　
　
　
　

８
，２
４
２
，６
７
２
円

（
内　

訳
）

○
固
定
資
産
税

　

38
件　
　

１
，５
０
１
，８
５
０
円

○
村
県
民
税

　

22
件　
　

１
，８
６
１
，２
０
０
円

○
国
民
健
康
保
険
税

　

30
件　
　

４
，７
７
５
，４
２
２
円

○
軽
自
動
車
税

　

11
件　
　
　
　

１
０
４
，２
０
０
円

（
注
）滞
納
者
計
が
各
税
目
合
計
と
異
な

る
の
は
、
重
複
滞
納
者
は
ひ
と
り

と
し
て
計
算
し
て
い
る
た
め
。

　

平
成
23
年
度
差
押
え
件
数

　
　

17
件　
　
　
　

９
２
６
，２
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
願
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

被
爆
二
世
健
康
診
断
調
査
事
業

　

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

両
親
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆
者
健
康
手

帳
を
所
持
し
て
お
り
、
原
爆
投
下
後
に

生
ま
れ
た
者（
胎
児
被
爆
者
は
除
く
）

で
、
健
康
診
断
受
診
を
希
望
す
る
者
。

■
実
施
機
関

　

申
込
期
間　

平
成
24
年
８
月
か
ら

　

健
診
期
間　

平
成
24
年
９
月
か
ら

　

日
程
の
詳
細
は
後
日
受
診
希
望
者
に
通

知
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

９
月
５
日（
水
）

■
申
込
方
法

　

役
場 

福
祉
保
健
課 

健
康
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
８
２（
68
）７
５
１
０

　

無
料
☎
７（
68
）７
５
１
０
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お 知 ら せ

お知らせ

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』

村内のうごき  ●７月１日現在
　男　　1,491人（−2）
　女　　1,502人（−5）
　計　　2,993人（−7）
世帯数　1,199戸（−2）



椎
葉
村
役
場
旧
庁
舎
の
解
体

工
事
に
つ
い
て

　

現
在
、
旧
庁
舎
の
解
体
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
工
事
期
間
中
、
関
係
車
両
の
出

入
り
が
多
く
な
る
と
と
も
に
、
役
場
横
駐

車
場
の
使
用
に
制
限
が
出
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
通
行
の
際
に
は
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

財
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の　
　

着
用
を
！

　

宮
崎
県
の
一
般
道
に
お
け
る
後
部
座

席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
は
全
国
で
43

位
。
ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
使
用
率

も
平
成
23
・
24
年
度
が
44
位
と
と
も
に
着

用
・
使
用
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

時
速
60
キ
ロ
で
壁
に
衝
突
し
た
と
き
の

衝
撃
は
、
約
14
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
コ

ン
ク
リ
ー
ト
路
面
に
落
下
し
た
衝
撃
に
匹

敵
し
ま
す
。
身
体
を
座
席
に
固
定
し
て
い

な
い
と
、
交
通
事
故
の
衝
撃
で
自
動
車
の

内
部
に
衝
突
、
ま
た
は
車
外
に
放
出
さ
れ

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
、
自
分
の
命
を
守
る
た
め

に
も
、
後
部
座
席
を
含
む
す
べ
て
の
座
席

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド

て
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
大
学
白
菊
会
事
務
局

　

☎
０
９
８
５（
85
）１
５
３
４

▽
相　

談

お
気
軽
に「
行
政
相
談
」へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日

　

８
月
14
日
・
９
月
11
日

　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間

　

９
時
か
ら
12
時

■
場
所

　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

不
眠
、
心
の
健
康
に
関
す
る
悩
み
な
ど

精
神
保
健
一
般
の
こ
と
に
つ
い
て
精
神
科

医
と
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
誰
か
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

シ
ー
ト
の
使
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

宮
崎
県
交
通
安
全
対
策
推
進
本
部

訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

７
月
号
16
ペ
ー
ジ
中
段
の
お
知
ら
せ
で

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
・
中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
の
電
話
番
号
を

誤
っ
て
掲
載
し
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
正
し
く
は
次
の
電

話
番
号
で
す
。

☎
０
３（
６
９
０
７
）１
２
３
４

献
体
登
録
に
つ
い
て

　

献
体
と
は
、
医
学
・
歯
学
の
大
学
に
お

け
る
人
体
解
剖
学
の
教
育
・
研
究
に
役
立

た
せ
る
た
め
、
自
分
の
遺
体
を
無
条
件
・

無
報
酬
で
提
供
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

献
体
さ
れ
た
ご
遺
体
は
、
学
生
た
ち
が
医

学
教
育
の
最
初
に
履
修
す
る
「
人
体
解
剖

学
実
習
」
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　

よ
い
医
師
を
育
て
る
た
め
に
、
自
分
の

体
を
役
立
て
た
い
と
い
う
願
い
の
こ
も
っ

た
ご
遺
体
で
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学

生
た
ち
は
、
人
体
の
構
造
を
理
解
す
る
と

同
時
に
、
献
体
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

と
そ
の
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
責
任
と
自
覚
を
持
つ
と
い
う
点

で
、
大
き
な
精
神
的
影
響
を
受
け
ま
す
。

　

医
学
の
発
展
と
よ
い
医
師
を
育
て
る
た

め
に
、
献
体
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
献
体
登
録
は
白
菊
会
事
務
局
に

だ
さ
い
。

■
日
時

　

毎
月
第
３
火
曜
日

　

13
時
か
ら
15
時
30
分

■
場
所

　

宮
崎
県
日
向
保
健
所

■
費
用　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
向
保
健
所　

健
康
づ
く
り
課

　

☎
０
９
８
２（
52
）５
１
０
１

高
齢
者
総
合
相
談

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
心
配
ご
と
、
悩

み
ご
と
な
ど
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
お
問
い

合
わ
せ
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
相
談
専
用
電
話

　

０
９
８
５（
25
）１
１
０
０

■
時
間

　

○
一
般
相
談

　
　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

　
　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

　

○
法
律
相
談

弁
護
士
が
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
面　

接
相
談
に
応
じ
ま
す（
予
約
制
）

　
　

毎
週
水
曜
日
お
よ
び
第
４
金
曜
日

　
　

14
時
か
ら
16
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
市
原
町
２

−

22

　

宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　

宮
崎
県
高
齢
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
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▽
募　

集

職
業
訓
練
受
講
生
募
集
! !

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡
で
は
、
次

の
と
お
り
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、

再
就
職
に
向
け
て
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
ま
で
と
違
う
自
分
を
見
つ
け

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
訓
練
期
間

　

①
平
成
24
年
10
月
４
日
〜
３
月
29
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
ヶ
月
間
）

　

②
平
成
24
年
10
月
11
日
〜
４
月
26
日

　
　
　
　
（
６
ヶ
月
間
＋
橋
渡
し
訓
練
）

■
訓
練
科

　

①
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
人

　
　

金
属
加
工
科　
　
　
　
　
　

18
人

　
　

電
気
設
備
科　
　
　
　
　
　

15
人

　
　

福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科   

33
人

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科　
　
　

18
人

　

②
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　
（
も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
）　

15
人

■
募
集
期
間

　

①
平
成
24
年
８
月
30
日
ま
で

　

②
平
成
24
年
９
月
７
日
ま
で

■
入
所
資
格

　

求
職
中
の
方

　

※
②
は
40
歳
未
満
の
若
年
者
対
象

■
受
講
料

　

無
料 

※
テ
キ
ス
ト
代
は
必
要

■
申
込
先

　

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡

　

☎
０
９
８
２（
37
）０
６
７
５

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
！

　

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
日
向
地
域
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

【
一
般
曹
候
補
生
】

○
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　

９
月
７
日（
金
）ま
で

○
１
次
試
験

　

９
月
17
日（
月
）

○
２
次
試
験

　

10
月
４
日（
木
）か
ら
11
日（
木
）

【
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）】

○
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

○
１
次
試
験

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
一
般
候
補
生（
女
子
）】

○
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間　

９
月
７
日（
金
）ま
で

○
１
次
試
験

９
月
23
日（
日
）か
ら
26
日（
水
）い
ず

れ
か
の
１
日
を
指
定

【
航
空
学
生
】

○
資
格

　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間　

９
月
７
日（
金
）ま
で

○
１
次
試
験　

９
月
22
日（
土
）

○
２
次
試
験

　

10
月
13
日（
土
）か
ら
18
日（
木
）

○
３
次
試
験

　

11
月
10
日（
土
）〜
12
月
13
日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
日
向
地
域
事
務
所

　

☎
０
９
８
２（
52
）６
９
１
４

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

第
３
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会　

選
手
募
集

　

こ
の
大
会
は
、
宮
崎
県
駅
伝
の
伝
統
を

継
承
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
と
駅
伝
王
国
宮

崎
の
復
活
を
期
し
併
せ
て
県
内
市
町
村
の

さ
ら
な
る
交
流
の
促
進
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
下
記

の
日
程
で
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
村
の
選
手
と
し
て

走
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
本
大
会
の
練
習
と
平
行
し
て
、
誰

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
陸
上
教
室
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

始
め
ら
れ
た
方
や
今
か
ら
始
め
た
い
方
な

ど
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ふ
る
っ
て
参
加

申
込
み
い
た
だ
き
、
個
人
の
健
康
管
理
に

役
立
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
大
会
期
日

　

平
成
25
年
１
月
14
日（
月
）

■
選
手
募
集
範
囲

第
１
区（
小
学
生
男
子
）　

１
．８
㎞

第
２
区（
50
歳
以
上
）　　

２
．２
㎞

第
３
区（
高
校
生
）　　
　

５
．０
㎞

第
４
区（
40
歳
以
上
49
歳
以
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
．６
㎞

第
５
区（
中
学
生
）　　
　

２
．７
㎞

第
６
区（
一
般
）　　
　
　

４
．８
㎞

第
７
区（
中
学
生
）　　
　

３
．４
㎞

第
８
区（
小
学
生
女
子
）　

１
．１
㎞

第
９
区（
小
学
生
男
子
）　

１
．５
㎞

第
10
区（
一
般
）　　
　
　

７
．４
㎞

第
11
区（
小
学
生
女
子
）　

１
．０
㎞

第
12
区（
高
校
生
）　　
　

５
．７
㎞

■
練
習
日
程

　

８
月
第
１
週
か
ら（
毎
週
火
曜
日
）

　
（
時
間
帯
：
午
後
６
時
〜
８
時
30
分
）

■
練
習
会
場

　

総
合
運
動
公
園

■
選
手
参
加
資
格

①
村
内
在
住
の
方

②
か
つ
て
村
内
に
在
住
し
て
い
た
方
、

勤
務
し
て
い
た
方

③
他
県
在
住
で
あ
っ
て
も
、
村
内
の
小

学
校
を
卒
業
し
た
方

■
問
い
合
せ
先

　

椎
葉
村
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）２
８
５
０

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
８
１
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税
の
作
文
募
集
！

　

国
税
庁
お
よ
び
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
で
は
、
今
年
も
中
学
生
の
皆
さ
ん
か

ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
ま
す
。
自

分
の
家
族
の
体
験
を
通
し
て
、
税
に
つ
い

て
自
分
が
考
え
た
こ
と
な
ど
、
税
に
関
す

る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

　

字
数
は
、
１
２
０
０
字
程
度
、
９
月
５

日（
水
）締
め
切
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋

ね
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

延
岡
税
務
署

　

☎
０
９
８
２（
32
）３
３
０
１

山
地
災
害
防
止　

標
語
お
よ

び
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
！

　

山
地
災
害
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
た
め
、
林
野
庁
、
都
道
府
県
、

市
町
村
が
行
う
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
関
連
行
事
と
し
て
、
標
語
お

よ
び
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
「
日
本
治
山
治
水
協
会
」
を
検
索
い
た

だ
く
か
、
役
場
に
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

農
林
振
興
課 

林
業
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
６

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
６
１

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
で
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が

ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅

広
い
年
代
や
職
業
の
人
た
ち
が
学
ん
で
い
ま

す
。
大
学
や
大
学
院
の
授
業
科
目
を
１
科

目
か
ら
気
軽
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

た
だ
い
ま
、
平
成
24
年
度
第
２
学
期
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を

無
料
で
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

８
月
31
日（
金
）ま
で

■
募
集
学
生

　

◆
教
養
学
部

　
　

○
前
科
履
修
生（
卒
業
を
目
指
す
人
）

　
　

○
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
）

　
　

○
科
目
履
修
生（
６
ヶ
月
間
在
学
）

　

◆
大
学
院

　
　

○
修
士
科
目
生（
６
ヶ
月
間
在
学
）

　
　

○
修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
）　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
２（
53
）１
８
９
８
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）

仲
塔
小
学
校
の
廃
校
寂
し
い
か
ぎ
り
で
す
ね
。
私
は
仲
塔
小
を
で
て
い
ま
せ
ん
が
、

父
の
仕
事
の
都
合
で
中
学
３
年
間
仲
塔
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
土
曜
に
な
る
と
、
寮

生
活
で
し
た
の
で
帰
省
し
て
仲
塔
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
し

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。あ
の
頃
は
、ど
こ
を
見
て
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

遊
ぶ
声
が
聞
こ
え
て
い
た
も
の
で
す
。今
は
時
代
の
流
れ
と
は
い
え
寂
し
か
ぎ
り
で
す
。

毎
月
広
報
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
な
つ
か
し
い
椎

葉
も
風
景
も
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

椎
葉
祥よ

し

嗣つ
ぐ

様
（
日
向
市
東
郷
町
）

○
学
校
の
チ
ャ
イ
ム
や
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
声
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
響
い
て
い

る
も
の
が
無
く
な
る
と
い
う
の
は
本
当
に
寂
し
い
で
す
ね
。
祥
嗣
さ
ん
が
住
ん

で
ら
し
た
当
時
は
、
学
校
に
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
遊
ん
で
に
ぎ
や

か
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
７
月
号
に
掲
載
し
た
閉
校
式
の
集
合
写
真
に
同
級

生
が
写
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
す
か
（
梅
吉
）

テ
レ
ビ
等
で
度
々
紹
介
さ
れ
る
の
で
、
こ
ち
ら
で
は
椎
葉
村
が
よ
く
話
題
に
な
り

ま
す
。
私
も
14
歳
ま
で
い
た
の
で
広
報
を
見
て
と
て
も
懐
か
し
く
感
じ
ま
す
。
自

然
豊
か
な
空
気
の
お
い
し
い
椎
葉
へ
今
年
の
夏
は
子
ど
も
を
連
れ
て
行
き
ま
す
。

椎
葉 

畩け
さ

教の
り 

様
（
愛
知
県
西
尾
市
）

○
愛
知
県
で
椎
葉
村
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
な
ん
て
嬉
し
い
限
り
で
す
。
夏
に
椎

葉
に
来
ら
れ
た
際
は
、
椎
葉
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
ね
。（
梅
吉
）

広報しいばに届いた
お便りをご紹介します！

投稿



感想、要望などお書きください。
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BOOK  CORNER

戸
籍
だ
よ
り
（
６
月
届
出
分
）

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

尾
前 

チ
エ
子 

様
（
88
歳
）

尾　

向
（
尾　

前　

上
）

　

椎
葉 

ツ
ル
エ 

様
（
84
歳
）

上
椎
葉
（
桑
ノ
木
原
）

　

尾
前 

ハ
マ
エ 

様
（
86
歳
）

尾　

向
（
尾　

前　

上
）

　

椎
葉 

英
生 

様
（
70
歳
）

尾
八
重
（
松　
　
　

木
）

　

椎
葉 

偉
志
男 

様
（
54
歳
）

尾　

向
（
尾　

手　

納
）

　

甲
斐 
サ
ク
エ 

様
（
88
歳
）

尾　

向
（
向
山
日
当
上
）

　

右
田 

テ
ツ
エ 

様
（
川
ノ
口
）

（
故 

右
田 
俊 
様
）

　

尾
前 

照
男 

様
（
尾
前
上
）

（
故 

尾
前 

チ
エ
子 

様
）

　

椎
葉 

シ
ヅ
子 

様
（　

瀧　

）

（
故 

椎
葉 

治
美 

様
）

　

椎
葉 

喜
久
子 

様
（
松　

木
）

（
故 

椎
葉 

英
生 

様
）

　

椎
葉 

美
太
仁 

様
（
尾
手
納
）

（
故 

椎
葉 

偉
志
男 

様
）

　

尾
前 

十
三
郎 

様
（
尾
前
上
）

（
故 

尾
前 

ハ
マ
エ 

様
）

香
典
返
し

（
６
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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４
日　

予
防
接
種（
日
脳
）

５
日　

２
歳
・
２
歳
６
ヶ
月
歯
科
健
診

８
日　

第
26
回
ひ
え
つ
き
節

　
　
　
　

日
本
一
大
会（
予
選
）

９
日　

第
26
回
ひ
え
つ
き
節

　
　
　
　

日
本
一
大
会（
決
勝
）

11
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

９
月
定
例
議
会（
〜
20
日
）

13
日　

肺
が
ん
検
診

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
・
〜
14
日
）

15
日　

椎
葉
中
学
校
体
育
大
会

16
日　

松
尾
地
区
・
松
尾
中
学
校

　
　
　
　

合
同
体
育
大
会

　
　
　

町
村
職
員
採
用
統
一
試
験

17
日　

敬
老
の
日

18
日　

予
防
接
種（
三
混
・
日
脳
）

20
日　

子
牛
セ
リ
市（
〜
21
日
）

22
日　

秋
分
の
日

23
日　

不
土
野
小
学
校
運
動
会

　
　
　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

25
日　

妊
婦
相
談
・
乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
）

29
日　

大
河
内
小
学
校
・
公
民
館

　
　
　
　

合
同
運
動
会

30
日　

村
内
小
学
校
運
動
会

　
　
　
　
（
椎
葉
小
・
尾
向
小
・
小
崎
小
・

　
　
　
　
　

松
尾
小
）

９
月
の
主
な
行
事

図書室だより
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎67−2850
無料☎767−0081（0082）

　

あ
ら
ゆ
る
悩
み
の
相
談
に
乗
る
、

不
思
議
な
雑
貨
店
。
し
か
し
、
そ
の

正
体
は････

。
物
語
を
完
結
す
る
と

き
、
人
知
を
越
え
た
真
実
が
明
ら
か

に
な
る
。
す
べ
て
の
人
に
捧
げ
る
、

心
ふ
る
わ
す
物
語
。

『
デ
ィ
ズ
ニ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

神
様
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
』

【
ソ
フ
ト
バ
ン
ク 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
】

（
著
）
鎌
田 

洋

『
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
跡
』【角

川
出
版
】

（
著
）
東
野 

圭
吾

　

こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
、
聞
い
た

こ
と
も
な
い
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
「
サ
ー

ビ
ス
の
神
様
」
の
世
界
に
お
連
れ
し

ま
す
。
こ
の
４
つ
の
物
語
を
読
み
終

え
た
方
の
心
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
神

様
は
本
当
に
い
る
！ 

き
っ
と
、
そ

ん
な
小
さ
な
、
け
れ
ど
も
確
か
な
気

持
ち
が
芽
生
え
て
い
る
は
ず
で
す
。



例
年
よ
り
遅
い
梅
雨
明
け
宣
言
。
連
日
続
く
真

夏
日
▼
身
体
が
熱
さ
に
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
せ

い
か
非
常
に
辛
い
▼
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ

る
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
放
送
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

全
国
で
暑
い
日
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
▼
熱

中
症
対
策
は
万
全
で
す
か
？ 

無
理
を
せ
ず
に
水

分
補
給
と
休
息
が
必
要
で
す
。
私
も
気
を
つ
け

な
く
て
は
（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message

　

日
向
市
の
美
々
津
立
縫
地
区
に
伝
わ
る「
お

き
よ
祭
り
」
は
、
古
事
記
に
登
場
す
る
「
神

武
天
皇
」
が
、
美
々
津
か
ら
舟
で
東
征
に
出

発
す
る
際
に
、
風
の
関
係
で
出
発
時
期
が
早

朝
と
な
り
、
住
民
が
見
送
り
の
た
め
に
「
お

き
よ
、
お
き
よ
」
起
こ
し
て
回
っ
た
こ
と
に

由
来
さ
れ
、
毎
年
旧
暦
の
８
月
１
日（
今
年
は

９
月
16
日
）に
行
わ
れ
ま
す
。
古
事
記
編
さ
ん

１
３
０
０
年
に
あ
た
る
、
今
年
は
、
古
代
衣

装
で
仮
装
し
、
当
時
を
再
現
す
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
、
早
朝
に
出
港
す
る
神
武

天
皇
に
献
上
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
食
べ
物

を
「
つ
き
い
れ
だ
ん
ご
」
と
い
い
、
現
在
は
、

美
々
津
に
あ
る
美
々
津
ま
ち
な
み
セ
ン
タ
ー

だ
け
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時　

平
成
24
年
９
月
16
日（
日
）

　
　
　
　

朝
５
時
か
ら
６
時

■
場
所　

日
向
市
美
々
津
街
並
み

　
　
　
　
（
立
縫
地
区
を
中
心
）

日　

向　

市

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
に
行
こ
う
よ
！

夏
と
言
え
ば
海
・
川
・
プ
ー
ル
！ 

水

に
浸
か
り
た
く
な
り
ま
す
ね
。
気
持
ち

よ
さ
そ
う
に
泳
ぐ
子
ど
も
た
ち
を
見
て

自
分
も
泳
ぎ
た
く
な
り
ま
し
た
。
大
会

は
真
剣
勝
負
。
今
ま
で
練
習
し
て
き
た

泳
ぎ
を
応
援
す
る
保
護
者
に
見
せ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
新
記
録
も
２
人
出
て
、
す
ば
ら
し

い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

『水泳大会』

『
お
き
よ
祭
り
』

■問い合わせ先
　日向市役所観光振興課
　☎０９８２−５２−２１１１
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選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

お
た
が
い
の
身
を
案
じ
つ
つ
梅
雨
出
水	

山
本　

和
枝

［
評
］
今
年
の
梅
雨
も
極
地
的
に
豪
雨
で
、
各
地
に
被
害
が
発
生
し
た
。
椎
葉
村
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
気
掛
か
り
で
あ
っ
た
。
熊
本
県
阿
蘇
地
方
も
、
大
分

県
日
田
地
方
も
ニ
ュ
ー
ス
に
出
て
い
た
。
椎
葉
村
も
ざ
ざ
降
り
で
は
な
か
っ

た
か
。
こ
の
句
は
「
お
た
が
い
の
身
を
」
と
案
じ
て
い
る
の
で
や
さ
し
い
句

と
な
っ
た
。

一
笛
に
プ
ー
ル
嵐
と
な
り
に
け
り	

那
須　

正

［
評
］
小
学
校
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
集
合
し
て
い
る
。
先
生
が
、
プ
ー
ル
に
入
る
時

の
注
意
を
こ
ま
ご
ま
と
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
生
徒
た
ち
は
し
ず
か
に
聞

き
入
っ
て
い
る
。
先
生
は
そ
こ
で「
一
笛
」。
そ
の
次
に
展
開
さ
れ
る
風
景
が
、

ま
る
で
「
嵐
」
の
よ
う
と
い
っ
た
一
コ
マ
。
省
略
が
効
い
て
い
る
。

蛍
呼
ぶ
声
よ
く
透
る
少
女
か
な	

中
瀬　

汀

［
評
］
蛍
を
呼
ぶ
声
は
暗
闇
の
中
を
ぬ
け
て
く
る
の
で
良
く
聞
こ
え
る
。
一
団
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
か
ら
て
き
ぱ
き
し
て
い
る
。
楽
し
そ
う
な
蛍
狩
り
。

《
佳
作
》

先
生
の
母
恋
う
句
碑
や
半
夏
雨

小
丸
川　

隆

師
の
句
碑
の
三
原
訪
う
夏
の
夢

黒
木　

八
重
子

山

里

や

日

日

増

え

る

盆

蜻

蛉

那
須　

瑞
穂

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）



　おつるちゃんは、７月８日（日）に延岡市で開催された ｢チキなん
誕生祭｣ に参加しました。７月８日（なんばん）が誕生日の『チキなん番長』を祝うために集まったキャ
ラクターは総勢９人。たくさんの人に祝って貰って番長も嬉しそうでした。
　みんなが集まった中で唯一、紅一点として参加したおつるちゃんは、｢かわいい〜 !｣ ｢一緒に写真撮っ
て!!｣ と場内から声が上がりひっぱりだこの大人気。これからも
他のキャラクターと仲良く椎葉のＰＲはもとより宮崎県全体を盛
り上げるために,おつるちゃんは皆さんのもとに駆けつけます！

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！６
チキン南蛮は、揚げた鶏肉を甘酢で
味付けしてタルタルソースをかけた
料理で、延岡市が発祥の街として有
名だね。宮崎県の郷土食と言われて
いるよ。人気があってみんなも大好
きだよね。私も大好物！

チキなん誕生祭でＰＲ！の巻

▲番長へ誕生日プレゼントを贈呈▲大きな誕生ケーキ！

■発行／椎葉村役場　☎ 0982-67-3111 　〒 883-1601 宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良 1762 番地 1　
■編集／総　務　課　☎ 0982-67-3201・ＦＡＸ 0982-67-2825
■印刷／㈲ソーゴーグラフィックス

椎葉村ホームページ　http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
椎葉村メールアドレス　shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp
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ブランコ大好き♡ おつるちゃん大好き♡ 椎葉
大好き♡ 心の優しい思いやりのある女の子に
育ってね♡

白
坂 

真ま

悠ゆ 

ち
ゃ
ん

上
椎
葉
（
上
椎
葉
下
２
）

お
と
う
さ
ん
：
浩
一 

さ
ん

お
か
あ
さ
ん
：
美
和 

さ
ん

平成22年1月13日生まれ

　鱗
りん

翅
し

目
もく

タテハチョウ科に分類される大型のチョウ
です。翅（はね）は薄い水色に黒い脈状の模様が入り
ます。和名にある浅葱（あさぎ）とは青緑色の古称
で、この色が名前の由来とされています。飛翔は緩
慢で、トラノオ類などの花によく集まります。国内
では北海道から九州と南西諸島に分布しています。
日本西南部の暖地では山地帯に多く、まれに都市部
でも見られます。本種は移動性が高いので、日本全
国どこでも見かける可能性があります。春から夏の
北上と秋の南下にともなう長距離移動は、翅に油性
ペンで、記号や番号を記入して放し、再捕獲して調
べるマーキング法によって証明されています。過去
の記録では、和歌山で放たれたマーキングしたアサ
ギマダラが、約2500km離れた香港で捕獲された例
もあります。村内でも注意をして見ると、マーキン
グしたアサギマダラに出会えるかも知れません。

（九州大学演習林　久保田勝義・智和正明）

アサギマダラ
18椎葉の生き物

未来にはばたけ！

フェイス！
Face 
in  August

　元気と明るさと笑顔が自慢です。５月に椎葉村に帰っ
てきました。人と話すことが大好きなので、見かけた方
は声をかけてください。これから椎葉のことを知ってい
き、少しでも椎葉村のお役に立てるように頑張りますの
で、よろしくお願いします。

椎
葉 

奈な

木ぎ

沙さ 

さ
ん
（
23
歳
）

大
河
内
（
矢　

立
）

勤
務
先
：
椎
葉
村
観
光
協
会

趣　

味
：
ス
ポ
ー
ツ


